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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 結 晶 化 し た 粉 末 を 用 い て 熱 間 成 形 を 行 っ た 試 料 （ ◇ 、 ◆ ） の 場 合 、 成 形 体 の 密 度 は 低 く
、 ７ ０ ０ ℃ 以 上 の 高 温 で 保 持 し な い と 、 １ ９ ６ Ｍ Ｐ ａ の 高 圧 力 で も 充 分 に 高 い 密 度 が 得 ら
れ な い こ と が わ か る 。 し か し 、 保 持 温 度 を 高 く す る と 、 保 磁 力 は 低 下 し 、 特 に 保 持 温 度 ６
７ ０ ℃ 以 上 に 設 定 す る と 、 保 磁 力 の 減 少 が 顕 著 に 生 じ て い る こ と が わ か る 。 す な わ ち 、 結
晶 化 し た 粉 末 を 用 い て 熱 間 成 形 を 行 う と 、 保 持 温 度 を 比 較 的 低 く 設 定 す る と 、 保 磁 力 は 高
い が 密 度 が 低 い の に 対 し て 、 保 持 温 度 を 比 較 的 高 く 設 定 す る と 、 密 度 は 上 昇 す る が 、 保 磁
力 が 低 下 し て し ま う 。 こ れ は 、 Ｆ ｅ 3 Ｂ 相 お よ び Ｒ 2 Ｆ ｅ 1 4 Ｂ 相 が 非 晶 質 相 よ り も 塑 性 変 形
し に く い た め 、 成 形 体 の 密 度 を 真 密 度 （ ７ ． ３ ｇ ／ ｃ ｍ 3 ） の ９ ０ ％ 以 上 に す る ま で 緻 密
化 し よ う と す る と 、 熱 間 成 形 時 に 保 持 温 度 ６ ７ ０ ℃ 以 上 に 設 定 す る 必 要 が あ る た め で あ
る 。 そ し て 、 そ の よ う な 高 温 に 保 持 す る と 、 成 形 体 の 密 度 は 向 上 す る が 、 結 晶 粒 が 粗 大 に
成 長 し す ぎ る た め 、 保 磁 力 が 大 き く 低 下 し て し ま う こ と に な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 ９ か ら わ か る よ う に 、 粉 末 に 対 し て ２ 段 階 の 熱 処 理 を 行 う 場 合 は 、 第 １ 熱 処 理 の 有
無 に よ っ て 保 磁 力 は ほ と ん ど 変 化 せ ず 、 ２ 段 階 の 熱 処 理 を 行 う 意 義 は 少 な い と 考 え ら れ る
。
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